
ネ

ム

ノ
キ
前
正
札
の

l
閃
､､｣
し
て
の
ネ
オ
コ
ス
モ
ス
ボ
ラ
･

PPC

シ

ン
フ

エ
ク
タ
菌

に
就

て

窮

二

搬

教

育

と

培

養

渦

度

と

の

刷
儒

出

y=
.L
は

+

..

∩旧一

.t
3

h･C

t
草
11
の
叶
W
;
丘
≠
L
帳
心
肺
系
‥代

-1

.､
蓋

子
の
孜
牙
と
鮭

と
の
零
挽

川

'
和
様
の
生
作
と
狙
際
と
の
伊
怖

れ
'
干
打
田
の
形
ぽ
塵

と
の
冊
挽

-
､
緒

__■ト

｢

こ

f
Tu
壬
1
轄
4g
･'川
蟹
推
.:の
柿
餅

L

i;1)
叶
柴
胞
子
の
形
城
と
伯
雌

へ
:)
子
ゴ
湖
の
解
繊
と
刺
燈

;.(.
柄摘

懲

内

己

曹

Neucb…gPS…'a87.A/eL･EOE･l･.･S…1.t揃の小邦に増徴舛する部は枕に劉7讐岬門川内7,m･:ヒ這於て紬舛したから弘

には該歯の教育と増益渦度との脚係に此きての1-f験紙児.･虹仙骨する｡

本絹の戯背約に非ナ赤堀形成に及ぼす氾度の影棚‥に就いてはKLCtt･芸(19;30J氏の純井が九･1氏は肉鴨伯仲の救抑

ネ
ム
ノ
キ
郡
滋
他
の

一
問
と
し
て
の
ネ
オ

コ
ス
モ
ス
ポ
5
7

･
.ハ
シ
ソ
フ
エ
タ
ダ

山
は
乱
て

(墾
煎
)

"LF
七



ネ
ム
ノ
キ
市
廿
枯
の
!岡
と
し
て
の
ネ
オ
コ
ス
モ
ス
ボ
ラ
･.ハ
シ
ソ
フ
エ
ク
タ
伯
に
庶
て
(耶
二
報
)

三
五
八

の
尚
に
就

い
て
北
ハ子
襲
形
成
に
影
野
す
る
現
駐
要
素
に
楓
す
る
耽
勝
を
な
し
非

1V
eocol"LOgP
Or
a
VaSinf
eeta
萌
に
就
い

て
は
該
協
は
棚

氏
六
･
九
度
附
近
で
硬
骨
車
初
め
二
〇
腔
以
⊥
で
子
殻

農

の

形
成
が
あ
hl
三
伯
･
茶
庭
で
良
-
形
成
さ
れ
る
｡
而
し
て
炎
心
地
組
庇
は
二
九
度

近
-
で
あ
つ
た
と
｡

け
れ
ど
も
そ
の
他
に
本
由
の
恐
廿
と
温
故
と
の
㈱
係
に
北
き
て
P7:逃
せ
る
物
が
な
い
化
で
あ
る
｡

二
､
本
菌
の
分
離
噂
養
及
供
試
菌
の
系
統

小
筒
の
分
離
槽
輩
は
比
較
的
･St
易
で
寄
･Pi新
株
上
に
形
成
さ
れ
た
子
讃
盟
か
ら
ナ
襲
胞
子
を
取
･3
之
を
常
細
の
稀
鐸
法
で
分
離
す
る
｡
又

被
番
組
総
の

一
片
･七
井
.iS
ア
ル
コ
ー
ル
の
此
花
で
怒
分
よ
噛
油
起
し
た
後
之
を
蛮

人
の
応
や
増
蓋

の
女
御
に
移
し
て
非
顎
骨
を
杓
っ
て
も

よ
い
｡
斯
く
し
て

一
稲
口
を
経
過
す
る
と
故
守
則
縦
の
周
川
か
ら
偽
練

の
企
生
を
比
.
之
を
米
人
山
科
耐
増
益
盛
に
移
糾
す
れ
ば
比
較
的
に

容
易
に
そ
の
純
粋
培
輩
が
得
ら
れ
る
｡

右
の
方
法
で
分
離
し
た
攻
の
詑
系
統
を
俳
別
し
て
本
性..験
を
lH
つ
た
｡

荊
九
五
凶
系

昭
利
九
年
九
月
八
円
金
作
倍
林
常
か
ら
遥

附
さ

れ
た
ネ

ム
ノ
キ
柿
の
立
if
柄
に
か
1

つ
た
物
の
被
再
組
織
の
一
片
を
炎
耐

洞
涼
し
崩
や
増
養
盛
上
に
移
し
て
純
粋
横
着
と
し
た
も
の
で
あ
る
｡
比
較
的
容
易
に
千
載
丑

を
形
成
す
る
｡

節
九
五
七
系

上
記
同
様
の
材
料
か
ら
同
R
分
離
し
た
物
'
川
し
荊
九
五
順
系
分
離
と
の
は
別
の
≠川
<
か
ら
分
恥
し
た
｡
子
轟
･g:S
の
形
成

を
見
る
｡

苅
一〇
二
七
系

唱
和
化
咋
九
月
八
日
金
柑
借
株
羽
か
ら
退
附
の
ネ
ム
ノ
キ
の
lj
L舶
≠川
の
被
第
和
上
に
形
成

の
r
磯
戊
に
形

成
さ

jL
た

子



一 二

l

我
胞
十
か
ら
分
離
し
た
物
'
千
載
横
は
多
牧
に
形
成
せ
ら
れ
る
｡

三
､
子
嚢
胞
子
の
諜
芽
と
温
度
と
の
関
係

金
牌
常
林
署
部
内
念
俳
苗
脚
に
恐
生
の
ネ
ム
′
キ
]爪
帖
純
か
ら
分
鮮
し
た

lV
eoL･oe"W
eP
O.,･
a
I,a97'～fecLa
E
･
F
･
S
…

Tl
耶

1t
〇
二
七

系
尚
を
揖
斐
し
て
形
成
し
た
子
燕
胞
子
を
三

%
山
番
許

エ
キ
ス
楽

人/
摘
発
並
に
蒔
き
付
け
二
川
時
間
を
離
過
し
た
時
に
兆
聴
許
少
人
目
及
萄
耳

管
の
長

さ
を
洲
に
し
た
結
児
は
那

一
束
の
椎
で
あ
る
｡

新一衣 NeocoemOCPOraVaeWL/CcLa鞘の

千胞燕1･の敬芽と温庇とV)的係

供楯系統 第1037系
･'t%筆il;エキス寒天墳丘馬上に24時Hl慨L･-J･な触媒

小
蔚
山
胞
十
は

7
五
艇
rn
叶
の
温
碇
で
讃
井
を
関
的
L
t

l

尤
止
で
は
施
政
併
妙
介

は
化
か
に
約

1
川
わ
で
あ
っ
た
が
北
･t･1

り
温
度
山
上
坪
と
非
に
食
井
少
人
目
は
漸
次
向
上
し
三
二
度
で
は

山

高

の
籍
瀕
少
命

た
る
約
七
〇
形
に
過
し
三
八
虻
で
も
佃
六
〇

解
の
虎
井
少
食
を
示
す
と
い
ふ
結
;i
を
柑
た
｡
姫
に
錐
井
管
の

仰
長
度
を
見
る
と
二
川
時
日日
枝
の
測
iriZ結
北
は

1
尤
蛙
で
は
平

均

一
八
J..
≡
.
一度
で
は

一
九
〇
〃
'

二
六

度
で
は
七
C
)〃
と

い
ふ
溝
に
な
っ
て
i
=
る
｡

ネ
ム
ノ
キ
潜
水
楢
の

T
帽
と
し
て
の
ネ
オ
コ
T{
モ
T{
ポ
.了
パ
シ
ソ
7
ユ
タ
ク
曲
に
蛾
て
(節
:
+糊
)



ネ
ム
ノ
キ
苗
北
格
の
一閃
と
し
て
の
ネ
オ
コ
ス
モ
ス
･ポ
ラ
ーハ
シ
ソ
7

1
ク

々
蘭

に
敢
て

(窮
二
田
)

四
ヽ
香
織
の
生
育
亡
温
度
亡
の
関
係

i二六〇

費
芽
管
の
生
起

と
棉
羊
粗
度
と
の
紬
係
は
前
例
に
記
=述
し
た
が
史
に
珊
環
指
薪
の
生
起
と
温
度
と
の
槻
係
を
･ti
it験
し
た
｡N
eocogm
OCP
Ora

vacin/
ecta
節
九
茄
四
系

及鋸1
〇
二
七
系
の
二
系
統
を
代
用
し
三
〆
の
参
井

エ
キ
ス
遮
天
増
井
兆
の
店
や
棉
賓
に
机
付
け
て
各
椛
の
定
温

第二-i jVeoco91rWCPO1.aVa-I'nfecLe-掛の

敬frと温度との関係

供戚箸系統 第95d系及第10'37系

こi%萎穿エキス寒澗 -N;上に放ける同株の旺正､3回qiLtJ

群
に
収
め
兆
後
三
∩
'
五
円
及
七
日
後
の
菌
灘
の
汀J
梓
を

洲
･C4
し
た
｡
各
組
庇
i
'三
I
川
仰
山
捕
｡茸
を
洲
泣
し
た
や

均
を
掲
げ
る
と
新

二
火
の
か
-
で
あ
る
｡

都

二
女
の
紙
北

を

囲
衣
と
し
-;
姓
で
よ
は
す
と

弟
I問

虫
の
伐
で
あ
る
O
仙
女
小
:.S
組
は
郡
九
井
川
系
の
生
長
曲

紙
を
'
銀
紙
は
節

I
C
)二
七
系
の
生
長
曲
紙
で
各
々
i:讃

三
日
へ
五
日
及
七
日
m
後
の
曲
粒
の
Jlt
均
i;J
相
室
不
す
物

で
あ
る
｡

第
二
衣
及
机

1
㈲
束
の
総
状
に
よ
る
と
仰
ff:
軸
系
;Ii
共

斤
政
で
娃
ま
だ
敬
宵
を
開
始
せ
な
い
が
'

1

U庇
で
は
教

育
し
て
i
=
た
か
ら
敬
骨
の
=ii
低
温
度
は
茄
-

一
C
鹿

の
仙
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節-一周火 Neoco･mocpoi.at･din/p-cLαll!T-e)焚付と渦度との捌係

l LI‖0 11 2n J1 -) :I.()
昭 ぷ 祖 厚 (各 氏 )

僻だ LIpll'･1･-日 系 (∫r楓)品g l T tj-JT名 (謝 り も1弘 鉛rlrl･-･r_I71
T l二Iを 刑 も血せる粗 前 足 o)1 甥 .F l用 を 炎はすl町C･あるL.

鵬

の

茄

小

的

折
紙

(

伽
)

に
あ
る
物
の
錐
で
あ
り雪

一
C
鹿

以
上
は
渦
度
の
上
汁
と
北
へ
に
後

背

が
良
か
と
な
-
H
i〇
度
で
=.hi
:==
と
な
り
i
r後
援
宵
は
多
少
宛
不
良
と

な
け
節
九
井
川
系
で
は
川
○
比
で
も
･;
什
か
に
畿
宵
す
る
が
誹

一
C

二
七
系
噂
は
獲
育
む
川
n
鹿

で
は
少
し
も
捷
付
し
て
i
=な
か
っ
た
｡

北
へ枕

木伯
山
恐
廿
の
=里
日日
胞
腔
は
川
〇
度
附
妃
で
あ
り心
と
比
て
it
:;itt'

な
か

Jh

う
｡

五
､
子
賓
債
の
形
成
と
温
度
と
の
関
係

二

)

手
性
慨
S
形
成
と

増

発

鵜

の

細

別

小
向
山
千
it
冊
の
形
域
と
は｡発
渦
度
と
の
脚
係
を
訓
べ
る
前
に
各

抑

十

代

冊

胸
戒
と
･i｡,'距
仏
の
抑
鰍
と
の
胤
係
に
就
き
て
拙
験
し
た
O

(
一
)

a
.i:Tu
∈
rjt
.+推
故
人

(
.
LI
C
=
…
l･:
代
演
水
火

(
二
..)
7

h-
｡ハ
ラ
ギ
ン
華
人

(
川
)
此
<

.;･hJfi(

(
求
)
肉
汁
袈
火

(
六
)
懲

項

肌
洋

装

tL/

(
七
J

磨
甘

エ
キ
ス
水
.人

(.
八

J

蟻
鈴
紫
華
人
に
斬

れ
一九
川
系
'
弟
九
<<
し
系
及
約

.1
E;
)
'
王

系
閏

で
柚
付
け
て
∴
七
虹

に
･if推

1
週
仙
椎
及
川
迎
川
後
に
於
け
る
各
抑
千
社
冊
形
成
の
程
度

ネ
ム
ノ
キ
苗
･.<
括
り
T
川
と
し
て
の
ネ

オ
コ
ス
モ
ス
ボ
ラ
･
ハ
シ
ソ
7
エ
ク
タ
鞄
に
就
て
(那
;
'融
〕

-.二六;



弟三夫 NeocoCnWCPOIJ･'",aCtlnJ.eela苗の了憤 慨の形成と

増額並の種類 (其-)
供胡閉系統 第95rl､{357掛027系

蛤氏コTrLELJこ1週r軌宕茂雄の苧'N慣形成の多少

第954系 帝 957系 第 102丁系

- i憲 覧 1- J器

I.RIUlTtuくl)氏牧野天

2.CLTr川11･.氏惣斯

:''.7ス/(ラギソ避天

Ll.乾 荷 笹 天

･r').肉 汁 轡 天

日.葱豆fl祥汁撃方

7.顔芽エキス潜天

パ･周鈴響儲 槻寒天

+
十

十

十

十

l

十
十

一

一

十
十

一

l

一

十

H

十

H

H

+

十
十

什

け

川

棚

十

什

十
十

H

十

十

十

十
十

十
十

十

2

I川

H

f
十

川

2

2

LtHn則夫 NeocosIWWgPOr =̀ adnfecs･a蘭の了慨照の形成と
梧茶並の荷主類 (非二)
tlt.旅盟系統 節貼JlDl,7及1097系

hi氏2相 r:1週間培先棒の子m fFi硬の多'少

モここ-＼ 系 統一.__ 節 fpIFT4系 節 957帯とr分壷蒜 ｢ 第 1(ll:王丁芽i

i:E.fii 鎮 分生伯苧宇野職 小形 大形 干潮限 子搬 lLJ冨 芸小形 大形

il.(p】ultltl_.I;:氏敵蟹天 + ～ +十 十H 十+ 十十 十 ーM～十+ど+ H 十 H 仙 十

:',.アス′,'ラギン苛天 i H ～ + 州 H +
4.叱 鞘 避 天 H ～ + 汁 H 十 J
5.肉 汁 寒 天 十 十 十 十十 ～ +
t1.愚軌耶 汁'4天 十 十 十 十 H 十

7.哉牙エキス選好 ～ H 十H 十 ～H l 十 十 : ド ニ.

ネ
ム
ノ
キ
筒
･〃
格
の

-
用
A
rL

で
の

不
オ
コ
ス
モ
ス
ボ
ラ
･バ
･h
ソ
フ
エ
ク
ク
蘭

に
耽
て
｢
範
∵
軸
)



--

は
弟
二.
よ
及
新
川
火
山
か
′～
で
あ

る
｡

即

ち
荊

)
.｣
こ
し
系
菌
は
･廿
生
胞
LL舵
に
｢
食
1.1tY
の
彬
域
が
他

の
'
嘉

に
比
し

て
八
郎
で
北
小
T
T(
バ
ラ

草

.ノ加
川
蛮
人
C

=

=

三

代
基

41
の
如
き

増
毛

盛
で
は
｢
繋
滋
山
形
戒
が
a:;4㍍
で
之
に
i(
い
で
は
は
鈴
舘
梨

耶
･北
L.i<
で
山
形
城
が
よ
か
っ
た
｡
此
雅

の

ti=蕃
AE
に
は
甥
束

汁
物
の
今
村
龍
が
吋
な
り
に
あ
る
か
ら

K

iu±
()9,30
)
代
が
本
偽

の
･r袈
哉
形
城
は
;.kJ束
と
額
巌
と
の
比
率
に
形
狩
せ
ら
れ
る
市
が
多

-
等
速
の
分
瑞
が
多
い
椎
北
ハ形
城
が
よ
か
っ
た
し
元

小
=
し
て
1=.LT庖
-

二

致
す
る
｡
文
節
九
茄
七
系
で
は
発
慨
と
し
て
十
代
冊
の
形
成
が
前

出

山
〇
二
七
系
伯
に
比
し
て
柵

々
少
な
か
つ
た
が
lif蕗
北
の
純
5
.と
山
側
係
は
前
系
統
と
拙
ん
ど
完
-
同
様
で
あ
っ
た
｡
只
第
九
五
川
系
は

十
仕
舵

の
形
成
が
少
な
-
又
必
ず

し
も
叫

Ii.
首
と
一
殺
し
た
紺
火
車
不
し
た
JJ
:T
ひ
柑
な
い
庇
も
あ
っ
た
｡

介
せ
胞
√
の
形
城
も
祈

.
コ
7
仁

系
が
他
よ
り
も
良
好
で
之
に
凍

C,耶
九
禿
七
系
及
耶
-L
先
tIq
系
と
恥
で
あ
っ
た

｡

Cニー三
･代
演
fit
.

γ

ス
ハ
ラ
ギ

ン
fi･'･火
'
懲
些

削
洋

･氷
人
'
谷
井

エ
キ
ス
故
'1/叫7に
於
け
ろ
形
成
力
比
畔
的
良
好
と
い

ふ
約
兆
に
な
っ
て
E
･

.
･花
｡

(

'
∵

･汁

化
胞
十

山
形

城
と
胞
腔
と

山
Ⅷ
係

北
づ
+
伯
の
分
生
胞
r

山形
城
の
多
少
と
T.i.t
巷
湿
性
と
の
拙
係
･･,i
こ
こ
〆
磐

井

エ
キ
>'
淡
tit
･i=崖
兆
に
て
溝
助
し
た
o
岬
九
桝
の
'(
ト
リ
I

皿
に
炎

火
を
托
し
込
み
た
.･0
13
1半

綿
羊
状

の
小
火
に
LJ･
曲
を

焼
付
け
各

桃
山
組
畦
に
仰
ち

一
週
馴
後
山
分
地
胞
子
形
城
の
多
少
を
桧
し
た
ろ

紙
蝦
は
須
丸
衣
SJ
様
で
あ
る
｡

第
五
表
の
結
瀕
に
よ
れ
は
供
誹
荊
九
五
川
系
及
弟

一
〇
二
七
系
の
両
系
共
小
形
の
普
油
分
生
地
千
山
形
城
は

1
0
1
三
八
度
の
間
で
は
何

れ
の
塩
鮭
で
も
1日
ほ
れ
た
｡
然
し
弟
九
五
川
系
で
は
ニ
.〇
-
三
八
度
'
約

一
O
∴
七
系
で
は
二
川
-
二
六

度
で
分
雅
胞
十
彬
椛
が
柵
々
良
好

で
あ
っ
た
｡
山
.
王

-
三
八
度

の
桃

山
渦
度
で
は
骨
細
胞

LL
の榊
に
脱
衣
し
て
柵

々
i{
形
の
一
-

ニ
i陥
膜
の
分
生
胞
7.
の
形
成
を
比
る
市
が

泉
ム
′
キ
伯
叔
杭
の
i.関
と
し
て
の
ネ
オ
コ
>.モ
ソ､ボ
ラ
･パ
シ
ノ
ワ

エ
ク
タ
酌

に
就
て
(節
∵
軸
)

H･.ハ≡



ネ
ム
ノ
キ
蔚
怠

り
一
凶
と
し
て
の
ネ
オ
コ
ス
モ
ス
ボ
ラ
･
バ
シ
ソ
7
エ
ク
タ

曲i
:就
て
節
;
:剛
)

芸
ハ_

節E.束 NeocomlOSPOraVaCl'71fectal的U_5
分生胞子の形成と温度との槻係

3%の離郷エキス準天暗荘掛こ1週間t'#笥はの

分生胞子の分rj

脂,.'1%系殻 卿 r-rl茨目12丁系

節 … 系 l節 川37系

i大形V-,坤 ､形の物鹿 の物卜順鴫

I,C1rt_l_ら : : + 十十
三的 - 十 一 +

ill - I.I- ～

i!7:iOILrJ･ーL):.i:-I:鳩Jn 十 + + 汁

十十 叫 f丁け 十 付汁

あ
っ
た
O
要
す
る
に
分
性
胞
子
形
成
の
.I..i
過
楓
度
は
三
二

度
内
外
山

妹
であ
る
｡

(

≡

)

.i
独
演
の
形
成
と

岨
度
と
の
捌
係

加
に
ナ

郵
滋
の
形
成
と
1桶
茶
脱
皮
と
の
帆
係
を
同
じ
-

三
形

の
変
井

エ
キ
ス

･.tg
か
l大

に

就
き

て
性
験
し
た
｡
豪

放

に

弟
て
も
第
九
井
川
系
及
釣

7
〇
二
七
系

摘

む

仙

川
し

た

｡
非

i
週
m
t
二
迎
榊
'
三
池
附
へ
凶
迎
川
'
五
週
間
'

六
過
m

後
に
於
け
る
外
れ
粘
度
に
於
け
る
チ
渡
溝
形
成
の

多
少
は
弟
六
衣
の
相
で
あ
る
｡

要



雛六夫 NeoeorJHOrl"raI,aeinJ.eeCa掛の了･艶:如)形成

と柿発粗度との槻係

倶沌姐 輯 苅n引及l肥7系
:i%の貧辞 ユ キ7.等天1-5茂mに於ける形 械

二

つ

+
村

山
ナ
動
胞
子
の
讃
井
は

一
C
-
一
束
政

で

開

始

し

三

二
度
隅
近
で
最
良
と
な
り
三
八
度
で
も
伽

小
成
良
好
で
あ
る
O
閲
系

の接
点
は

一
〇
度
r<;
外
で
始

ま
-
三

〇
度

で
日収
も
良
好
と
な
り
川

〇
度
附
近
が
舷
高

根

の
様
で
あ
る
｡

(二
〕

分
生
胞
十
の
形
成
と
温
鹿
と
の
脚
係
も
略
尚

轟

の
生
長
と
の
㈱
係
と

同
様
で

一
〇
庶
内
外
か
ら
三
八

度
む
伽

で
形
成
さ
れ
二
川

1
三
九
庇
で
そ
の
形
成

が
惣

･lH
で
あ
る
｡

(
_
)

子
艇

の
形
成

の
ノーと
低
は
鹿
は

一

束
I
二
〇
度

で
‥里
==
氾
蛙
.ニ
ニ
ー
三
.<
度
'
山
適
渦
度
は
二
七
度
附

妃
で
あ
る
｡

K

r.
t
LJ
F
U
･]

A

.
W

.

〔
1
0
.1

n
)

引

用

文

献

Z
c

i
t
<
C
h
r
i
f
t

I.
P
IH
r
莞

H
t
e
-
1
k

u
n
d
ク

にr)

:
l

‥

〓

F
T

･ELT
(
1..

西

門

裁

て

山

内

H

酉

(重

六)
日

本

軸

物

蜜

巾

亜

ハ
･
▲

T

3

八

,;
)

二
八
二

西
日
蒲

一
.
山
川
巳
酉

二
九芸
)

田
撃
紡
刀

:
.六
･二
向
+<
～
三
J
TS

ネ
ム
ノ
キ
佑
北
枯
の
.I関
と
し
て
の
ネ
オ
コ
ス
モ
h.ボ
ラ
･バ
シ
ソ
フ
エ
ク
タ
繭
に
就
て
(節
.
威
し


